











































































































5 4 3 2 
写真は鮮明だった |一一一一ー←一ーかー←一一一一+一一一一一
写真は分り易かった |一一一---0一一一一→一一一---←一一一一
相手画面は鮮明だった |一一一一ー+一一一一ー+一一0一一+ー一一一一
相手画面の動きスムーズ |一一一一→一一一一ー+一一一-0-+一一一一ー
相手画面での表情の分易 |一一一一→一一一一一+ー一一一0→一一ー一一
相手音声の透明感 |一一一一→一一一一一+一一一一0+一一一一ー
相手音声間取り易かった |一一一一ー+一一一一ー+0一一一一←一一一一
相手音声音量適当だった |一一一一一+--0一一一+ー一一一一←一一一一
相手の雰囲気伝わってきた|一一一一→一一日一一←一一一一←一一一一
遠隔授業役立つ仕組み |一一ーかー←一一一一←一一一一←一一一一
遠隔授業すごい仕組み |一一0一一←一一一一←一一一一←…一一一
性能良くなって欲しい ー-0-ーー由ーー+ーーー---ーーー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー
図2 奥浦一土黒遠隔授業実験アンケート結果(システム)
1 
以上，アンケート結果を示しながら考察を進めてきたが，結果を全体的に総括してみると次のよう
にまとめることカfできる.
今回の遠隔授業は，考えさせられる授業で進んで参加することのできる授業であった.また，テレ
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ピ放送と比較すると動画や音声の性能は低いけれども 役に立つすごい仕組みでありまたやりたくな
るような面白い授業であったと言える.
動画や音声の改善については 機器等の相性やハードウェアの性能，コストの問題，あるいは伝送
路の問題等いろいろな問題が絡んでくるため容易ではない.しかし，このような遠隔授業のシステム
が求められているのも事実である.今後，情報通信技術の進展とともにさらなる性能の向上と，それ
による良い授業の実現を図る必要があろう.
4 おわりに
今回，実験的に行った遠隔授業について，学習者の主観評価によるアンケート結果を示しながら考
察を進めてきた.その結果，次のようなことが明らかとなった.
「面白かったJI内容が分かり易かったJI進んで参加できたJI考えさせられたJI内容に興味が持
てたJ等の項目について 4前後の値を示していることから，子どもにとって手応えのある授業が実現
できたことが分かった.
「相手に親近感が持てた」については普通程度の評価であったことから，メディアを通すことによ
り直接対面する授業よりも親近感は低くなることが分かった.
機器等の相性やハードウェアの性能等の問題により動画 音声等のシステム性能についての評価は
低かったが，1遠隔授業役立つ仕組みJI遠隔授業すごい仕組みj等のシステムへの印象は高く，シス
テム改善への期待感は強いことが分かつた.
授業を参観していて，子ども達の目の輝きが際立つていたことが印象に残っている.よりよい遠隔
教育メディアの開発とそれによる教育の創造が求められている時代になっていることを実感した.
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